
資料 １ 

平成２７年 8月 

ふるさと創造部 

加西市地域創生戦略の策定について(案) 

 

１ 概要 

  ①2060年における将来人口ビジョン、②人口増対策と地域づくりを柱とする当面5年間(H27

～31)の基本戦略 (基本方針・目標設定)等を明らかにするため、「地域創生戦略」としてとり

まとめのうえ、推進を図る。 

 

２ 検討状況 

  「加西市まち・ひと・しごと創生推進本部」を中心に、外部の有識者による「地域創生戦略

会議」や庁内若手職員で構成する「人口増対策プロジェクトチーム」での検討を進めるほか、

市内の主な企業・団体等への事業所ヒアリングにより、幅広い意見・提案の聴取を進めている。 

加西市の底力、眠っている資源(ポテンシャル)を最大限発掘し発揮させるとともに、魅力を

磨き発信することを基本に、①人口増対策(自然増と社会増)、②しなやかで元気な地域づくり

で構成される戦略のとりまとめ作業を急ぐこととしている。 

 

３ 当面５年間の基本戦略 (基本方針・目標設定) 

平成 27 年度からの 5 年間の基本方針として、10 月末目途に６つの基本目標及び目標に対応

した重点プロジェクトを明らかにするとともに、成果(アウトカム)を重視した数値目標を設定

のうえ、戦略として策定することを予定している。 

なお、基本目標の実現を図るための具体的な施策ついては、庁内のプロジェクトチームにお

いて議論を重ねている段階であるが、戦略の策定後、アクションプランとなる各分野の施策を

まとめるとともに、各施策の評価指標についてもそれぞれ設定することとしている。 

 

【戦略の目標案】 

① 人口増対策 

【多子型の子育て支援等の自然増対策】 

基本目標 1 結婚の希望がかない安心して出産・子育てできる環境をつくる 

【若者・女性の回帰等の人口流出の抑制・歯止め】 

基本目標 2  若者や女性の要望にマッチした雇用を確保する 

【多彩な交流の拡大】  

  基本目標 3  地域資源を活用した交流・滞在から定着を拡大する 

② しなやかで元気な地域づくり 

【まち・人・産業の元気】 

基本目標 4  社会や産業の変革に対応した活力ある住みやすいまちをつくる 

【安全・安心の確保】 

基本目標 5  災害に強く、健康で元気に暮らせる社会をつくる 

【地域力の向上】 

基本目標 6  歴史と文化にあふれる加西のブランドイメージを高める 

 

４ 戦略策定までの今後のスケジュール 

  ８月中旬  基本戦略の原案とりまとめ 

  ８月 19 日  第２回地域創生戦略会議 

  ９月～10 月 パブリック・コメントの実施、議会への説明、庁内調整 

  10 月末   基本戦略策定 ※以降、各施策の詳細検討及び 28 年度予算要求 



                    加西市地域創生戦略(案)の概要               

１ 基本的な考え方 

地域に潜在する資源を引き出し、活力を生み出すことにより、人口の減少に歯止め 

をかけ子育て世代の人口流入を図り、将来にわたって市民が希望を持って心豊かに暮
らすことができる持続可能な都市(サスティナブル・シティ)を実現する。 

 

２ 加西市における人口の現状及び将来推計 ＊現状のまま推移するケース 

(1) 人口減少の動向 53,056 人(61 年度)→45,695 人(26 年度 対前年社会減△178 人) 

    (2) 日本創成会議の人口予測  33,598 人(2040 年) 若年女性 2,308 人(△54.7%) 

  (3) 高齢化の深化 29.5%(26 年度) 2040 年(52 年度)以降 市全体が 40%水準 

  (4) 少子化進行・高未婚率 出生率 1.26(26 年度) 男性未婚率 66.2%(25～34 歳) 
  (5) 従業者数の推移 市内在住の従業者数の減少(昼夜間人口比率 101.8) 
 

３ めざすべき人口の展望 

(1) 国における目標設定の考え方 

2020 年に出生率 1.6、2030 年に 1.8、2040 年に 2.07 が達成されれば、 

2060 年には 1億人程度の人口が確保され、2090 年頃に人口が安定 

(2) 県の人口の将来展望 

  出生数 4万 4千人/年を維持するとともに、対東京転出超過解消と社会増対策の 

推進により、450 万人(△19%)をめざす 

(3) 加西市における人口対策の効果が十分に反映した場合の人口推計 

 

４ 基本方針 

(1) 人口ビジョン －２０６０年（４５年後）の姿－ (出生率・転出入を精査中) 

出生率の回復と企業立地、農業活性化、ICT を活用した職場確保等による 

U・J・Ｉターンの定着などの社会増への効果的な対策の継続的な実施により、

2060 年における人口の目標は自律する永続的な水準として５万人をめざす。 

(2) 基本戦略（平成 27年～31年度） 

＜基本方向＞ 

播磨国風土記1300年の歴史と日本の原風景にふさわしい自然に恵まれた地域資

源を活かし、安心して暮らし続けることができる地域社会の実現を図る。 

＜目 標＞ 

①人口増対策 

基本目標 1 結婚の希望がかない安心して出産・子育てできる環境をつくる 

基本目標 2  若者や女性の要望にマッチした雇用を確保する 

基本目標 3  地域資源を活用した交流・滞在から定着を拡大する 

    ②しなやかで元気な地域づくり 

基本目標 4  社会や産業の変革に対応した活力ある住みやすいまちをつくる 

基本目標 5  災害に強く、健康で元気に暮らせる社会をつくる 

基本目標 6  歴史と文化にあふれる加西のブランドイメージを高める 

(3) 成果指標の設定 基本目標に対応した成果(アウトカム)重視の数値目標 

(4) 実現に向けた総合的推進 

①評価指標(KPI)と検証による定期的な見直し 

②推進体制 加西市まち・ひと・しごと創生推進本部、市民企業等との協力・連携 

③国等の支援制度の活用 
 

５ 今後の施策方向(アクションプラン H27～31) 

  (1) 人口増対策                          (2) しなやかで元気な地域づくり  

①子育て等の環境づくり                 ①地域に根ざしたしごとの創出 

      ②若者・女性の雇用・就業の確保         ②快適なまちづくりの推進 

③特徴ある地域素材を活用した           ③くらしの質の向上 

       交流の拡大                           ④防災対策の推進 

                                              ⑤シティーセールスの展開


	01 加西市地域創生戦略の策定について(資料1)
	01b 加西市地域創生戦略の概要(資料1裏)_merged

